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n 専門分野 
 マネジメント分野・経営組織論（組織行動論および組織理論） 
 
n 指導可能な研究テーマ 
 （1）組織における権力および組織内政治 
（2）組織成員による役割外行動（プロアクティブ行動や組織市民行動など） 
（3）組織的公正 
（4）戦略のミクロ的基礎 

 
n 過去に指導した学生の修士論文題目 
博士課程前期では，競争戦略論の枠組みを用いて宅配便業界の構造分析を行う研究を指

導した（2021 年度）。また，日越大学修士課程 MBA プログラムでは，在ベトナム日系企業

の従業員のワーク・モチベーションに関する実証研究を指導した（2023 年度）。  

 

n 修士論文作成のための必読文献リスト 
  学生の修学状況および研究テーマに応じて適宜個別に指導する。ただし，下記の文献は

研究計画書の作成に先立って必ず通読しておくこと。 

・須田敏子（2019）『マネジメント研究への招待：研究方法の種類と選択』中央経済社 

・佐藤郁哉（2015）『社会調査の考え方（上・下）』東京大学出版会 

・久米郁男（2013）『原因を推論する：政治分析方法論のすゝめ』有斐閣 

 

n 修士論文作成に向けた履修推奨科目 
 学生の修学状況および各科目の開講状況に応じて適宜個別に指導する。 
 

n 博士課程後期での研究指導実績 
 2023 年度時点において，職場におけるインクルージョン知覚に関する実証研究を指導し

ている。 

 

n その他 
 修士課程の 2 年間で，国内外の査読付ジャーナルに採択されることが十分に見込まれる

水準の成果をあげることを目標に指導します。博士課程後期への進学を前提とした学術志

向の強い学生を歓迎します。 


